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研究の目的 

建設施工現場では，エネルギー使用量の約 7 割をトラックや重機等が使用する軽油が占めているため，建設車両

に対する省燃費運転の教育・指導が，燃費向上および CO2 削減に非常に効果的である．しかしながら，省燃費運

転の実施状況を把握・評価するための一般的なエコドライブ車載機器は，設置に手間が掛かるため基本的に他車両

への載せ換えが出来ないという問題や，自車に関する情報のみを考慮して省燃費運転の評価を行うため，車両が異

なる場合や渋滞等の走行条件が異なる場合には定量的な評価や比較が出来ないという問題がある．建設施工現場で

は，工事の進捗や作業状況によって走行条件は日々変化し，これに伴いトラックや重機等も日々入れ替わることが

多いため，車両を選ばず簡易に載せ替えが可能なエコドライブ車載機器が求められるとともに，省燃費運転の実施

状況を車種や走行条件の違いによらず定量的に評価する手法が必要である． 

技術の説明 

本研究では，建設施工現場のダンプトラックを対象として，簡易に載せ替え可能なエコドライブ車載機器を想定

し，比較的容易に計測可能であると思われる車両速度とエンジン回転速度の 2 つの運行データから，省燃費運転の

実施状況や燃費向上効果を定量的に評価する手法について検討を行った．ここで提案する評価手法では，ダンプト

ラックの車両速度とエンジン回転速度の 2 つの運行データから，ダンプトラックの積荷状況や燃料消費量を高い精

度で算定することが可能である．また，車両性能や走行条件の違いを考慮した省燃費運転達成率という指標を用い

ることにより，ドライバーの省燃費運転実施状況のみを定量的かつ統一的に評価することが可能である． 

主な結論 

・ 車両速度とエンジン回転速度の 2 つの運行データを用いて，ダンプトラックの積荷状況や燃料消費量を推定し

た結果，実際の積荷状況や燃料消費量と高い精度で一致することが確認できた． 
・ 車両性能および走行条件が異なる 2 種類のダンプトラックに対して省燃費運転の実施状況の比較を試みた結

果，提案する省燃費運転達成率がドライバーの省燃費運転技術のみを定量的に評価する指標として有効である

ことが確認できた． 
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(a) アイドリングの抑制

(b) 急発進・急加速の防止

(c) 早めのシフトアップ

(d) 波状運転の防止

(e) 惰性運転の多用

(f) 経済速度での走行

総合評価点： 53 点
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図-1 10t ダンプトラック 図-3 省燃費運転の実施状況評価例図-2 燃料消費量の推定値と実測値の比較


